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1 ．は じめに

　2008 年梅 雨明 け（7 月 19 日頃 ）後、7 月 28 「1 に は イ1川 で 、8　J・i
「

4 ・5 冂に は 関東地 方 を 中心 に、6 日以 降は 西 日 本側 に も 広 が っ

て 各地 で 豪雨 ・熱宙 が 発 生 し た
。 そ れ ら は 発 達 し た 積 乱 雲 に よ

っ て もた ら さ れ た もの で あ る。そ の よ うな 積 乱 雲 が 発 生す る た

め の 必 要条件 は 大 気 下 層が暖湿化（高相 当温 位化）し、ま た は 上

空 が 低温 下す る こ と に よ り潜在 不 安定 な 大 気 状 態 に な る こ とで

あ る、本 研 究 で は 、上 記 期 間 を 7 月 27−31 日、8 月 1−5 日、9H

6−10 日 に 分 割 し、そ れ ぞ れ の 期間に つ い て 潜 在 不 安定 を 作 り出

した 大 気 状 態 の 特 徴 お よび そ の 大 気 状 態 を作 り出 し た 要 因 に っ

い て 調 査 し た。

2 ．豪雨 ・熱雷 の発生要因

　大 気 状 態 を 判 断す る指標 と して 、500hPa 面 の 気 温 T500、

925hPa 面 の 相 当温位 乱925 を用 い た。　 T500 に つ い て は 暖候期 に

熱 雷 の 発 生 の 目安 と し て よ く利 用 さ れ て い る一6℃以 トを、乱925

につ い て は豪雨発生時に観測 され てい る 350Kまたは 355K 以上 を判

断 条件 と し た 。期間別 に 統 計 処 理 した 出現 頻 度（表 1 ）を 見 る と、

8 月 L−5 日以 外 で は 、豪雨 発 生 時に は 大気下層 が 暖湿化 し、上

空が低温 下 す る こ と で 潜在不安定な大気状態を作 り出 し て い る

こ と が わ か る。8 月 1−5 日の 期 間 で は 、上 空 が 低温下 し て い な

い が 下層大気 の 相 当 温 位 が 極 め て 高 か っ たた め に積乱雲 が 発達

で きた こ とが 示 唆 さ れ る。

　大 気 下 層 を 暖 湿 化 さ せ た 要 因 は 、7 月 27−31 日 で は 台 風 8 号

に と もな っ て 暖 湿 化 され た気塊 が 太平洋高気 圧 の 縁辺 を進 み 、

西 日本 に 流入 した た め で、石 川 の 豪雨 は 対馬海峡 ・日本海 上 を

進 ん だ 暖 湿 な 気 塊 に よ っ て もた ら され た。8 月 640 日で は、日

本列 島の 南海上を西進 した 上 空 の 寒 冷渦 の 影響 で 暖湿 化 され た

気 塊 が 南 か ら 日本列島に 流入 した た め で あ る。

　 ま た 、本研 究 の 対象期 問 で の 日 本列 島南海上 の e
，
925 は 平均 で、

2001−2007年 の もの よ りも 2K 以 上 高 くなっ て い た。逆に、　 T500 は

0．5〜LOK 低 くな っ て い て 、平 均 場 で 見 て も通 常 よ り潜在 不 安 定

な 大 気 状 態 が 作 り出 され や すい 環境場で あ っ た。
　 8 月 4 ・5 日の 関東付近 の 熱雷 の 発 生 要因 を、つ く ば の 高層観

測（図 1 ・
図 2 ）か ら考察す る。8 月 1−5 日の 期 間 中、表 1 で 示 し

た よ うに T500 は一6℃ 以上 で あ り、さ ら に 2・3 日は 台風 8 号の 残骸

で あ る 中下層（850−700hPa）の 暖め られた 気 塊 が 流入 し た た め に ．潜

在 不安定 な 大 気状態 で あ っ た が 自由 対 流 高 度 は 非 常 に 高 く、積

乱 雲が発生 し に くい 条件 で あ っ た。そ の
一

方、下 層 に は南風 に

よ り水蒸気 が蓄積 され 、日射 に よ る 加熱 も加 わ っ て e
．
925 が

355K 以 上 に な っ た。4 日にな る と、中 下層の 暖 め られ た 気塊 が移 動

して 自由対流高度は低 くな り、積乱 雲が発生 しやすい 環境 が整 っ た 。

3 ．上空 500hPa 面の 低温 下 の 要因

　T500 の 低 温 化 は、  気圧 の 谷後面 で の 寒 気 移 流 、  圏界 面 付

近 の 高渦 位域前 面 で の 上 昇流 に よ る 断 熱 冷却、    以 外 の L昇
流 に よ る断熱冷却 に よ る。過 去 の 熱 雷 時に お け る T500 の 低 温 化

の 調査（2006年春季大会 C108）に よ る と、  が 15％、  が 70％、

  が 15％で あ っ た。本 研 究 の 対 象 期 問 に つ い て は 、  に よ る 低

温 化 は なく、7 月 31 日、8月 8・9 日 に 関東以北 で   に よ る 寒 気

移流 が あ っ た が、そ れ 以 外 は   に よ る もの で あ っ た。

7 月 27−31 日の 期 閥 で は 、5  水 平分解能 の 気象庁 メ ソ モ テ

ル の 予想結果 か ら調べ た と こ ろ、27 目に 気 圧 の 谷 前 面 で の 上 昇

流 に と もな う断 熱冷却 に よ っ て T500 の 低 温 化 （2K ！12 時間、図 1 ）

が も た ら さ れ た 。な お 、凝結 に よ る 非断熱加熱 は あ ま り起 こ っ

て い な か っ た．8 月 6−10 日の 期 間で は 、6R に 門 東

域 で 低 温 化 が 始 ま り、日本列島南海 上 の 寒 冷 渦 の 西

進 に と も な っ て 、低温 化 域 が 西 側 に 広 が つ た。原 因

の 上 昇流 の 生 成 要 因 に っ い て は 、現 在 調 査 中 で あ るv

表 1　 豪雨・熱雷発生位置付近で の 一6℃ 以 トの T500、
　 350K ま た は 355K 以 上 の 0。925 の 出現頻度 （％ ）．
　 気 象庁 の 全球 再 解析デ

ータ （時間間隔 ： 6 時 間 、
　 水 平解像 度 ： L25 度）に よ る、
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図 1　2008 年 7月 26 日 OOUTC〜8月 9 日 12UTC の 館

　　野 （つ くば ）で の 高層観測 に よ る 気温 の 時系列．
　　折れ線は 925hPa の 気塊 を持 ち上 げた ときの 肖

　　由 対 流高度，矢羽 は 水平風 を 示す．
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図 2　図 1 と同 じ．た だ し、比 湿 （陰影）と可降水 量（折

　　れ線）．
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